
（現行システムとの比較を踏まえて） 
新システムの概要 



現行 

都道府県検索トップページ 

テキスト、情報量が多く、一目見ただけでは操作方法がわかりにくい 
 

1 



画面の情報量を最小限に抑え、全体をとおして「シンプル」な画面としました。 
インターネット初心者でも迷わないで検索方法が分かるよう工夫。 
※検索方法は「地図検索」「サービス検索」「その他（詳細検索）」の３種類から選択 

また、イラスト等を活用し親しみやすいホームページに工夫。 

見直し後 
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介護予防を含め５０サービスの名称が列挙されています。 
テキストのみであり、読み込みにくく、検索をするには、ある程度
サービスの内容を熟知している必要があります。 

検索画面①「サービスから探す」 

現行 
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サービスに詳しくない方であっても検索できるよう、 
「自宅に訪問」「施設に通う」などの「利用目的別」に整理し、見やすい
よう色も分類しました。 
また、サービス名の横に、解説機能を配置したため、すぐに調べられます。 

見直し後 

すぐに解説が
見られる 
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検索画面②「地図から探す」 

モデル事業（お助けネット）で導入された「地図から検索できる機能」は、
評判が高かったため、新システムでも継続します。 

見直し後 

5 



検索画面③「その他の探し方（詳細検索）」 

ある程度、介護保険制度やサービスに詳しい方が 
キーワードやその他の情報を組合せ、詳細に検索することが可能。 
それぞれのサービスの特色を踏まえた検索項目を設定しました。 

見直し後 
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条件が詳細で無い場合、一画面に１００件以上が列挙され、非常に
縦に長い画面となり、探しにくい。 

検索結果一覧 

現行 

縦に長い画面 
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検索された事業所が地図上に表示されます（新機能）。 
現行システムのように画面が長くならないよう、１画面の表示は最大５件まで 

見直し後 

イメージ 

3 

2 

1 

チェックを付けた
事業所について
情報の比較や「し
おり」（お気に入
り）をつけることも
できます。 

検索された事
業所が地図
上に表示 
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事業所情報①「情報の整理」 

膨大な事業所情報の全てが一画面に列挙されており、縦に長く表示。 
必要な情報が探しにくい。印刷すると１５ページ以上になる場合もある。 

縦に長い画面 

現行 
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内容ごとに事業所情報を分類し「タブ」で区切ることにより、メリハリ
のある情報としました。利用者が知りたい情報が探しやすいよう工夫。 
※「事業所の概要」「事業所の特色」「事業所の詳細」「運営状況」 
「その他（都道府県独自設定項目）」に分類。 

見直し後① 

内容ごと
に情報を 
分類 
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見直し後② 

事業所の詳細情報の場合は、 
「法人情報」「所在地等」「従業者」「サービス内容」「利用料等」 
に分類しました。 

知りたい事
項を選んで
閲覧できる。 
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事業所情報②「事業所の概要」 

事業所情報を閲覧する際、公表されている膨大な情報の中から、
基本的な情報を抽出した「概要版」が最初に表示されます。 
また、印刷ボタンから印刷をすると綺麗に成形されてプリントさ
れるので保存用としても活用できます。（他の画面でも同様で
す。） 

見直し後 

写真や地図も
表示されます 
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事業所情報③「運営情報」 

調査員が使用する調査票の内容がそのまま使用され、表現が行政目
線であるため、一般の利用者や家族が見ても意味がわかりにくい。 

現行 

調査票
の言葉
をそのま
ま転載 
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ただし、チェック項目は多いサービスで１２０程度もあるので、利用者が全て内容を確認 
していくには負担が多く、全体の状況はわかりにくい。もうひと工夫が必要！ 

内容ごとに分類（中項目７分類）しタブで分けることにより、 
利用者が知りたい内容を閲覧できるように工夫しました。 
また、チェック項目が一目でわかるよう、「○」「―」により表示し視覚的に工夫。 
記載内容も「利用者目線」で簡潔な文章にして公表します。 

見直し後 

文章も利用
者向けに
読みやす
いよう整理 

一目で
わかるよ
う記号を
活用 

サービスの質
の確保への取
組 

事業運営・管
理 
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このため、 
 
利用者が、全体の運営状況を客観的に把握
できるように、 
分類された項目ごとに、「○」の数の割合
をレーダー図で表示。 
 
※「該当なし」にチェックがある場合は、分母・分子に含めない 

※所在する都道府県
の平均と比較できる
ため、事業者自身に
とっても、客観的に
全体の運営状況が把
握できます 

事業運営・管理    

サービスの質の確保への取組 
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事業所情報④「比較機能」 
比較したい事業所を一度に３つまで比較することが可能。 
「事業所の概要」「事業所の特色」「運営状況」の情報が比較できる。 

見直し後 
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「事業所の特色」ページの新設 

事業所の特色が一目でわかるよう、一つのページにまとめる。 
写真・動画なども閲覧が可能となります。（ただし、投稿は事業所の任意で
す。） 

写真、動画の他に、、、、 
 
従業員や利用者の特色 
サービス内容の特色 
定員に対する空き状況なども投稿可能 

17 



「都道府県独自設定項目」の新設 

法改正に基づき、全国一律の公表項目に加え、 
地域の実情に応じて各都道府県で独自に項目を設定できることになりました。 

18 
※設問に対する「単一選択方式」「複数選択方式」「自由記載方式」等設定が可能 



ヘルプ機能の大幅な充実 

介護保険制度を全く知らない方でも、システムが使えるよう、 
操作説明だけではなく、介護保険制度のいろはの「い」から丁寧に解説。 
事業所を探す際に必要な情報は概ね網羅。大幅なヘルプ機能の充実を図りま
した。 

（例）サービス利用までの流れをイラスト入りで丁寧に説明 （例）システムの操作説明は誰にでもわかるよう工夫 

ヘルプ機
能は常に
画面の左
側に固定 
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各サービスの説明は 
イラストを活用し 
わかりやすく解説 

サービスごとの
利用料の目安や
低所得者に対す
る減免制度の 
解説も追加 
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アンケートの常設 

システム見直し後も、世の中のニーズや、社会の変化に継続的に対応していくため、 
アンケート調査を常設します。 
利用者の皆様の様々な意見を、定期的にシステムに反映していくことができる仕組み
となりました。 

21 
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